
地球スイングバイ時の「はやぶさ２」可視カメラが捉えた月・地球
Earth-moon images captured by Hayabusa2 visible cameras during Earth swing-by
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はやぶさ２探査機は2015年12月3日に地球スイングバイを行った。我々はこの機会に、はやぶさ２の可視カメラ
（ONC-T, W1, W2）を用いて、地球と月を撮像した。得られた画像は、小惑星リュウグウに到着する前に撮像で
きる最後の面光源画像であるため、本カメラの性能評価をする上で非常に貴重な機上データとなる。本発表で
は、今回の地球スイングバイ前後の地球・月撮像の結果と予備的な解析結果を紹介する。
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